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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷媒体の種類及び保護膜の種類を入力する第１入力ステップと、
　入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷物の色再現データと、
入力された種類に応じた前記保護膜の分光データとを取得するデータ取得ステップと、
　前記印刷物に前記保護膜を被覆して得られる保護膜付印刷物上で再現しようとする指定
色の色情報に基づいて基準色を決定する基準色決定ステップと、
　取得された前記印刷物の色再現データ及び前記保護膜の分光データに基づいて、決定さ
れた前記基準色を、前記保護膜を被覆しない前記印刷物に応じた新たな基準色に変換する
基準色変換ステップと、
　変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカ
ラーパッチを備えるカラーチャートを印刷する印刷ステップと、
　印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記保護膜を
被覆しない状態下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する第２入力ステップと、
　入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチに応じた色値である
選択色値を取得する色値取得ステップと
　を備えることを特徴とする色値取得方法。
【請求項２】
　請求項１記載の色値取得方法において、
　前記第１入力ステップでは、観察光源の種類をさらに入力し、
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　前記データ取得ステップでは、入力された種類に応じた前記観察光源の分光データをさ
らに取得し、
　前記基準色変換ステップでは、取得された前記観察光源の分光データをさらに用いて、
決定された前記基準色を、前記観察光源と同一又は異なる所定の光源に応じた新たな基準
色に変換する
　ことを特徴とする色値取得方法。
【請求項３】
　印刷媒体の種類及び観察光源の種類を入力する第１入力ステップと、
　入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷物の色再現データと、
入力された種類に応じた前記観察光源の分光データとを取得するデータ取得ステップと、
　前記観察光源下の前記印刷物上で再現しようとする指定色の色情報に基づいて基準色を
決定する基準色決定ステップと、
　取得された前記印刷物の色再現データ及び前記観察光源の分光データに基づいて、決定
された前記基準色を、前記観察光源と異なる所定の光源に応じた新たな基準色に変換する
基準色変換ステップと、
　変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカ
ラーパッチを備えるカラーチャートを印刷する印刷ステップと、
　印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記所定の光
源下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する第２入力ステップと、
　入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチに応じた色値である
選択色値を取得する色値取得ステップと
　を備えることを特徴とする色値取得方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の色値取得方法において、
　前記カラーチャートに応じた画像データを生成する生成ステップをさらに備え、
　前記画像データは、前記新たな基準色を中心として各前記カラーパッチを前記印刷媒体
上に二次元的に形成するように、且つ、同一の行又は列内において隣接する各前記カラー
パッチ同士の均等色空間上の色差が等間隔になるように計算された前記複数の色値からな
る画像データである
　ことを特徴とする色値取得方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の色値取得方法において、
　取得された前記選択色値の色情報を表示する表示ステップを備えることを特徴とする色
値取得方法。
【請求項６】
　請求項５記載の色値取得方法において、
　前記印刷物を印刷機で印刷するためのプロファイルを用いて、前記選択色値を前記印刷
機のデバイス依存データに変換する色値変換ステップを備え、
　前記表示ステップでは、変換された前記デバイス依存データを併せて表示する
　ことを特徴とする色値取得方法。
【請求項７】
　印刷媒体の種類及び保護膜の種類を入力する第１入力部と、
　前記第１入力部により入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷
物の色再現データと、前記第１入力部により入力された種類に応じた前記保護膜の分光デ
ータとを取得するデータ取得部と、
　前記印刷物に前記保護膜を被覆して得られる保護膜付印刷物上で再現しようとする指定
色の色情報に基づいて基準色を決定する基準色決定部と、
　前記データ取得部により取得された前記印刷物の色再現データ及び前記保護膜の分光デ
ータに基づいて、前記基準色決定部により決定された前記基準色を、前記保護膜を被覆し
ない前記印刷物に応じた新たな基準色に変換する基準色変換部と、
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　前記基準色変換部により変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色
値に基づいて、複数のカラーパッチを備えるカラーチャートを印刷機に印刷させる印刷制
御部と、
　前記印刷機により印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色とし
て、前記保護膜を被覆しない状態下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する第２
入力部と、
　前記第２入力部により入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッ
チに応じた色値である選択色値を取得する色値取得部と
　を有することを特徴とする色値取得装置。
【請求項８】
　請求項７記載の色値取得装置において、
　前記第１入力部は、観察光源の種類をさらに入力し、
　前記データ取得部は、前記第１入力部により入力された種類に応じた前記観察光源の分
光データをさらに取得し、
　前記基準色変換部は、前記データ取得部により取得された前記観察光源の分光データを
さらに用いて、決定された前記基準色を、前記観察光源と同一又は異なる所定の光源に応
じた新たな基準色に変換する
　ことを特徴とする色値取得装置。
【請求項９】
　印刷媒体の種類及び観察光源の種類を入力する第１入力部と、
　前記第１入力部により入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷
物の色再現データと、前記第１入力部により入力された種類に応じた前記観察光源の分光
データとを取得するデータ取得部と、
　前記観察光源下での前記印刷物上で再現しようとする指定色の色情報に基づいて基準色
を決定する基準色決定部と、
　前記データ取得部により取得された前記印刷物の色再現データ及び前記観察光源の分光
データに基づいて、前記基準色決定部により決定された前記基準色を、前記観察光源と異
なる所定の光源に応じた新たな基準色に変換する基準色変換部と、
　前記基準色変換部により変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色
値に基づいて、複数のカラーパッチを備えるカラーチャートを印刷機に印刷させる印刷制
御部と、
　前記印刷機により印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色とし
て、前記所定の光源下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する第２入力部と、
　前記第２入力部により入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッ
チに応じた色値である選択色値を取得する色値取得部と
　を有することを特徴とする色値取得装置。
【請求項１０】
　請求項７～９のいずれか１項に記載の色値取得装置において、
　前記カラーチャートに応じた画像データを生成する画像データ生成部を有し、
　前記画像データは、前記新たな基準色を中心として各前記カラーパッチを前記印刷媒体
上に二次元的に形成するように、且つ、同一の行又は列内において隣接する各前記カラー
パッチ同士の均等色空間上の色差が等間隔になるように計算された前記複数の色値からな
る画像データである
　ことを特徴とする色値取得装置。
【請求項１１】
　請求項７～１０のいずれか１項に記載の色値取得装置において、
　前記色値取得部により取得された前記選択色値の色情報を表示する表示部を有すること
を特徴とする色値取得装置。
【請求項１２】
　請求項１１記載の色値取得装置において、
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　前記印刷物を印刷機で印刷するためのプロファイルを用いて、前記選択色値を前記印刷
機のデバイス依存データに変換する色値変換部を有し、
　前記表示部は、前記色値変換部により変換された前記デバイス依存データを併せて表示
する
　ことを特徴とする色値取得装置。
【請求項１３】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の色値取得方法を用いて、前記選択色値を第１色値
として取得する第１色値取得ステップと、
　前記指定色の色値を第２色値として取得する第２色値取得ステップと、
　取得された前記第１及び第２色値に基づいて前記保護膜を被覆しようとする前記印刷物
の色調整を行う色調整ステップと
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１４】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の色値取得方法を用いて、前記選択色値を第１色値
として取得する第１色値取得部と、
　前記指定色の色値を第２色値として取得する第２色値取得部と、
　前記第１色値取得部により取得された前記第１色値と、前記第２色値取得部により取得
された前記第２色値とに基づいて、前記保護膜を被覆しようとする前記印刷物の色調整を
行う色調整部と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１５】
　コンピュータを、
　印刷媒体の種類及び保護膜の種類を入力する第１入力部、
　入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷物の色再現データと、
入力された種類に応じた前記保護膜の分光データとを取得するデータ取得部、
　前記印刷物に前記保護膜を被覆して得られる保護膜付印刷物上で再現しようとする指定
色の色情報に基づいて基準色を決定する基準色決定部、
　取得された前記印刷物の色再現データ及び前記保護膜の分光データに基づいて、決定さ
れた前記基準色を、前記保護膜を被覆しない前記印刷物に応じた新たな基準色に変換する
基準色変換部、
　変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカ
ラーパッチを備えるカラーチャートを印刷機に印刷させる印刷制御部、
　印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記保護膜を
被覆しない状態下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する第２入力部、
　入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチに応じた色値である
選択色値を取得する色値取得部
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１６】
　コンピュータを、
　印刷媒体の種類及び観察光源の種類を入力する第１入力部、
　入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷物の色再現データと、
入力された種類に応じた前記観察光源の分光データとを取得するデータ取得部、
　前記観察光源下の前記印刷物上で再現しようとする指定色の色情報に基づいて基準色を
決定する基準色決定部、
　取得された前記印刷物の色再現データ及び前記観察光源の分光データに基づいて、決定
された前記基準色を、前記観察光源と異なる所定の光源に応じた新たな基準色に変換する
基準色変換部、
　変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカ
ラーパッチを備えるカラーチャートを印刷機に印刷させる印刷制御部、
　印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記所定の光
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源下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する第２入力部、
　入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチに応じた色値である
選択色値を取得する色値取得部
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基準色又はその近傍色からなる複数の色のカラーパッチを備えるカラーチャ
ートの中から、指定色に最も近い色として選択されたカラーパッチに応じた色値を取得す
る色値取得方法、色値取得装置、画像処理方法、画像処理装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年のインクジェット技術の飛躍的進歩に伴い、インクジェット方式の印刷機による高
速・高画質を両立したカラー大判印刷が可能になりつつある。この印刷機は、個人的・家
庭的用途だけでなく、最近では、特に商業用途において幅広い分野で用いられている。こ
の印刷機を用いることにより、例えば、店頭ＰＯＰ（Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ｐｕｒｃｈａｓ
ｅ）や壁面ポスターのみならず、屋外広告・看板等の大サイズメディア、ロールメディア
、厚手の硬質メディアに対しても印刷が可能である。
【０００３】
　このような多様な商業的需要に応えるため、印刷に用いられる印刷媒体（以下「メディ
ア」という場合がある。）も多種多彩である。例えば、合成紙・厚紙・アルミ蒸着紙等の
紙類、塩化ビニル・ＰＥＴ等の樹脂、繊維織物の両面に合成樹脂フイルムを貼り合わせた
ターポリン等が用いられる。
【０００４】
　広告印刷には需要者の視覚を通じてその購買意欲を喚起させる効果が期待されることか
ら、印刷物（印刷された印刷媒体）の色の仕上がりは特に重要である。従来から、印刷物
の色管理手段として、ＩＣＣ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏｎｓｏｒ
ｔｉｕｍ）プロファイルの作成方法や、指定色の調整方法等の様々なカラーマッチング技
術が多数開示されている。これらのカラーマッチング技術は、インクジェット方式の印刷
機に限られず、電子写真、感熱方式等を含むデジタルプリンタ全般及びその周辺機器に横
断的に適用できるものである。
【０００５】
　上述の「指定色の調整方法」とは、画像全体のカラーバランスを維持しつつ、カラーチ
ップの色見本等により指定された色（指定色）と略一致するように前記画像の注目部分の
色を微調整する方法であり、これに関する種々の方法が開示されている。
【０００６】
　例えば、特許文献１には、表示装置上に表示した指定色と、印刷機から印刷される色と
の色感を一致させるための方法が開示されている。具体的には、表示装置上に表示色の変
更が自在な表示窓と、表示された指定色に近いと考えられて印刷された２７色のカラーチ
ャートが開示されている（特許文献１の図４及び図５参照）。
【０００７】
　このように構成されているので、作業者は、指定色が前記表示窓に表示されるように設
定し、印刷機からカラーチャートが印刷されるように印刷ボタンを押し、このカラーチャ
ートの２７色の中から指定色に最も近い色を選択し、その色の番号を画面を介して入力す
ることにより、表示装置上に表示した指定色と、印刷機から印刷される色との色感を厳密
に近似させることができる旨が記載されている。
【０００８】
　なお、２７色のカラーチャートの中央である１４番目の色は、指定色に相当するＣＭＹ
値の色であり、他の色は、Ｃ、Ｍ、Ｙの成分が微小量ΔＣ、ΔＭ、ΔＹずつ異なる色とな
るように設けられている（特許文献１の図７参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０００－２１７００７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところで、インクジェット方式の印刷機により得られる印刷物は、画像の耐久性の観点
から、特に擦過性・堅牢性の性能が脆弱となるため、厳しい環境下でその使用に堪えない
場合がある。一例として、サイン・ディスプレイ向けの印刷が挙げられる。
【００１１】
　具体的には、光強度の強い放射光に常時晒されている掲示場所においては、インクに配
合される色素は化学反応により徐々に分解されるため、カラー画像が徐々に褪色する傾向
がみられる。また、室内の床に貼り付ける掲示態様においては、通行人の歩行によって印
刷物の表面が擦れるため、カラー画像が傷付けられるおそれがある。
【００１２】
　そこで、この印刷物の画像形成面上に、紫外線吸収材の添加やエンボス加工等の機能的
処理が施されたラミネートフイルム等の保護膜を被覆することにより、その画像の耐久性
を向上させている。この得られた印刷物を、以下「保護膜付印刷物」という。
【００１３】
　しかしながら、本願発明者の調査・研究結果によれば、ラミネートフイルムは高い透過
率を有するものの、可視光波長範囲内では分光透過率が必ずしも平坦ではないため、ラミ
ネートフイルムの有無によりカラー画像の見えが無視できない程度に変化することが見出
された。また、市販されているラミネートフイルムの種類も多岐にわたり、それぞれの分
光透過率が異なることも見出された。
【００１４】
　この場合は、特許文献１に開示された方法及び装置によって、保護膜付印刷物を対象と
して指定色を調整するためには、各種印刷物の画像形成面上に各種ラミネートフイルムを
被覆した状態、すなわち保護膜付印刷物その物の目視評価を行わなければならない。ラミ
ネートフイルム及び印刷物のすべての組み合わせに対して厳密な色調整を行おうとすると
試料作製の作業の煩に堪えないし、この作業を何度も繰り返すことによりラミネートフイ
ルムの材料費が無駄になるという不都合が生じる。
【００１５】
　また、観察光源の分光放射分布によって印刷物の見え方が変化することは周知の事実で
ある。同様に、印刷物の掲示場所が屋外である印刷物を対象として指定色を調整するため
には、その掲示場所の光源下で目視評価を行わなければならない。この場合、カラーチャ
ートを印刷の都度その掲示場所を往来する煩に堪えない。
【００１６】
　本発明は上記した問題を解決するためになされたもので、色再現精度を低下させること
なく、保護膜の被覆作業、掲示場所への移動に伴う工数及び材料費を大幅に低減可能な色
値取得方法、色値取得装置、画像処理方法、画像処理装置及びプログラムを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明に係る色値取得方法は、印刷媒体の種類及び保護膜の種類を入力する第１入力ス
テップと、入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷物の色再現デ
ータと、入力された種類に応じた前記保護膜の分光データとを取得するデータ取得ステッ
プと、前記印刷物に前記保護膜を被覆して得られる保護膜付印刷物上で再現しようとする
指定色の色情報に基づいて基準色を決定する基準色決定ステップと、取得された前記印刷
物の色再現データ及び前記保護膜の分光データに基づいて、決定された前記基準色を、前
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記保護膜を被覆しない前記印刷物に応じた新たな基準色に変換する基準色変換ステップと
、変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカ
ラーパッチを備えるカラーチャートを印刷する印刷ステップと、印刷された前記カラーチ
ャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記保護膜を被覆しない状態下で選択さ
れたカラーパッチの識別情報を入力する第２入力ステップと、入力された前記識別情報に
基づいて、前記選択されたカラーパッチに応じた色値である選択色値を取得する色値取得
ステップとを備えることを特徴とする。
【００１８】
　このように構成しているので、カラーチャートに保護膜を被覆させることなく保護膜付
印刷物を対象とする指定色の調整が可能であり、保護膜の被覆作業に伴う工数及び材料費
を大幅に低減できる。
【００１９】
　また、前記第１入力ステップでは、観察光源の種類をさらに入力し、前記データ取得ス
テップでは、入力された種類に応じた前記観察光源の分光データをさらに取得し、前記基
準色変換ステップでは、取得された前記観察光源の分光データをさらに用いて、決定され
た前記基準色を、前記観察光源と同一又は異なる所定の光源に応じた新たな基準色に変換
することが好ましい。
【００２０】
　本発明に係る色値取得方法は、印刷媒体の種類及び観察光源の種類を入力する第１入力
ステップと、入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷物の色再現
データと、入力された種類に応じた前記観察光源の分光データとを取得するデータ取得ス
テップと、前記観察光源下の前記印刷物上で再現しようとする指定色の色情報に基づいて
基準色を決定する基準色決定ステップと、取得された前記印刷物の色再現データ及び前記
観察光源の分光データに基づいて、決定された前記基準色を、前記観察光源と異なる所定
の光源に応じた新たな基準色に変換する基準色変換ステップと、変換された前記新たな基
準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカラーパッチを備えるカラー
チャートを印刷する印刷ステップと、印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色
に最も近い色として、前記所定の光源下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する
第２入力ステップと、入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチ
に応じた色値である選択色値を取得する色値取得ステップとを備えることを特徴とする。
【００２１】
　このように構成しているので、別の観察光源下に移動することなく指定色の調整が可能
であり、移動作業に伴う工数を大幅に低減できる。
【００２２】
　また、前記カラーチャートに応じた画像データを生成する生成ステップをさらに備え、
前記画像データは、前記新たな基準色を中心として各前記カラーパッチを前記印刷媒体上
に二次元的に形成するように、且つ、同一の行又は列内において隣接する各前記カラーパ
ッチ同士の均等色空間上の色差が略等間隔になるように計算された前記複数の色値からな
る画像データであることが好ましい。
【００２３】
　このように構成しているので、作業者がカラーチャートを観察する際にカラーパッチの
色の変化が略等間隔で視認されるため、指定色がガマット外の色又はガマット内の境界近
傍の色であっても色の傾向を感覚的に把握可能となり、指定色の作業調整に要する時間を
短縮できる。
【００２４】
　さらに、取得された前記選択色値の色情報を表示する表示ステップを備えることが好ま
しい。
【００２５】
　さらに、前記印刷物を印刷機で印刷するためのプロファイルを用いて、前記選択色値を
前記印刷機のデバイス依存データに変換する色値変換ステップを備え、前記表示ステップ
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では、変換された前記デバイス依存データを併せて表示することが好ましい。
【００２６】
　本発明に係る色値取得装置は、印刷媒体の種類及び保護膜の種類を入力する第１入力部
と、前記第１入力部により入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印
刷物の色再現データと、前記第１入力部により入力された種類に応じた前記保護膜の分光
データとを取得するデータ取得部と、前記印刷物に前記保護膜を被覆して得られる保護膜
付印刷物上で再現しようとする指定色の色情報に基づいて基準色を決定する基準色決定部
と、前記データ取得部により取得された前記印刷物の色再現データ及び前記保護膜の分光
データに基づいて、前記基準色決定部により決定された前記基準色を、前記保護膜を被覆
しない前記印刷物に応じた新たな基準色に変換する基準色変換部と、前記基準色変換部に
より変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数の
カラーパッチを備えるカラーチャートを印刷機に印刷させる印刷制御部と、前記印刷機に
より印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記保護膜
を被覆しない状態下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する第２入力部と、前記
第２入力部により入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチに応
じた色値である選択色値を取得する色値取得部とを有することを特徴とする。
【００２７】
　また、前記第１入力部は、観察光源の種類をさらに入力し、前記データ取得部は、前記
第１入力部により入力された種類に応じた前記観察光源の分光データをさらに取得し、前
記基準色変換部は、前記データ取得部により取得された前記観察光源の分光データをさら
に用いて、決定された前記基準色を、前記観察光源と同一又は異なる所定の光源に応じた
新たな基準色に変換することが好ましい。
【００２８】
　本発明に係る色値取得装置は、印刷媒体の種類及び観察光源の種類を入力する第１入力
部と、前記第１入力部により入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された
印刷物の色再現データと、前記第１入力部により入力された種類に応じた前記観察光源の
分光データとを取得するデータ取得部と、前記観察光源下での前記印刷物上で再現しよう
とする指定色の色情報に基づいて基準色を決定する基準色決定部と、前記データ取得部に
より取得された前記印刷物の色再現データ及び前記観察光源の分光データに基づいて、前
記基準色決定部により決定された前記基準色を、前記観察光源と異なる所定の光源に応じ
た新たな基準色に変換する基準色変換部と、前記基準色変換部により変換された前記新た
な基準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカラーパッチを備えるカ
ラーチャートを印刷機に印刷させる印刷制御部と、前記印刷機により印刷された前記カラ
ーチャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記所定の光源下で選択されたカラ
ーパッチの識別情報を入力する第２入力部と、前記第２入力部により入力された前記識別
情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチに応じた色値である選択色値を取得する色
値取得部とを有することを特徴とする。
【００２９】
　また、前記カラーチャートに応じた画像データを生成する画像データ生成部を有し、前
記画像データは、前記新たな基準色を中心として各前記カラーパッチを前記印刷媒体上に
二次元的に形成するように、且つ、同一の行又は列内において隣接する各前記カラーパッ
チ同士の均等色空間上の色差が略等間隔になるように計算された前記複数の色値からなる
画像データであることが好ましい。
【００３０】
　さらに、前記色値取得部により取得された前記選択色値の色情報を表示する表示部を有
することが好ましい。
【００３１】
　さらに、前記印刷物を印刷機で印刷するためのプロファイルを用いて、前記選択色値を
前記印刷機のデバイス依存データに変換する色値変換部を有し、前記表示部は、前記色値
変換部により変換された前記デバイス依存データを併せて表示することが好ましい。
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【００３２】
　本発明に係る画像処理方法は、上記した色値取得方法のいずれかを用いて、前記選択色
値を第１色値として取得する第１色値取得ステップと、前記指定色の色値を第２色値とし
て取得する第２色値取得ステップと、取得された前記第１及び第２色値に基づいて前記保
護膜を被覆しようとする前記印刷物の色調整を行う色調整ステップとを備えることを特徴
とする。
【００３３】
　本発明に係る画像処理装置は、上記した色値取得方法のいずれかを用いて、前記選択色
値を第１色値として取得する第１色値取得部と、前記指定色の色値を第２色値として取得
する第２色値取得部と、前記第１色値取得部により取得された前記第１色値と、前記第２
色値取得部により取得された前記第２色値とに基づいて、前記保護膜を被覆しようとする
前記印刷物の色調整を行う色調整部とを備えることを特徴とする。
【００３４】
　本発明に係るプログラムは、コンピュータを、印刷媒体の種類及び保護膜の種類を入力
する第１入力部、入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷物の色
再現データと、入力された種類に応じた前記保護膜の分光データとを取得するデータ取得
部、前記印刷物に前記保護膜を被覆して得られる保護膜付印刷物上で再現しようとする指
定色の色情報に基づいて基準色を決定する基準色決定部、取得された前記印刷物の色再現
データ及び前記保護膜の分光データに基づいて、決定された前記基準色を、前記保護膜を
被覆しない前記印刷物に応じた新たな基準色に変換する基準色変換部、変換された前記新
たな基準色又はその近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカラーパッチを備える
カラーチャートを印刷機に印刷させる印刷制御部、印刷された前記カラーチャートの中か
ら前記指定色に最も近い色として、前記保護膜を被覆しない状態下で選択されたカラーパ
ッチの識別情報を入力する第２入力部、入力された前記識別情報に基づいて、前記選択さ
れたカラーパッチに応じた色値である選択色値を取得する色値取得部として機能させるこ
とを特徴とする。
【００３５】
　本発明に係るプログラムは、コンピュータを、印刷媒体の種類及び観察光源の種類を入
力する第１入力部、入力された種類に応じた前記印刷媒体上に画像が形成された印刷物の
色再現データと、入力された種類に応じた前記観察光源の分光データとを取得するデータ
取得部、前記観察光源下の前記印刷物上で再現しようとする指定色の色情報に基づいて基
準色を決定する基準色決定部、取得された前記印刷物の色再現データ及び前記観察光源の
分光データに基づいて、決定された前記基準色を、前記観察光源と異なる所定の光源に応
じた新たな基準色に変換する基準色変換部、変換された前記新たな基準色又はその近傍色
に応じた複数の色値に基づいて、複数のカラーパッチを備えるカラーチャートを印刷機に
印刷させる印刷制御部、印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色
として、前記所定の光源下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力する第２入力部、
入力された前記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチに応じた色値である選
択色値を取得する色値取得部として機能させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明に係る色値取得方法、色値取得装置、画像処理方法、画像処理装置及びプログラ
ムによれば、印刷媒体の種類及び保護膜の種類を入力し、入力された種類に応じた印刷媒
体上に画像が形成された印刷物の色再現データと、入力された種類に応じた保護膜の分光
データとを取得し、前記印刷物に前記保護膜を被覆して得られる保護膜付印刷物上で再現
しようとする指定色の色情報に基づいて基準色を決定し、取得された前記印刷物の色再現
データ及び前記保護膜の分光データに基づいて、決定された前記基準色を、前記保護膜を
被覆しない前記印刷物に応じた新たな基準色に変換し、変換された前記新たな基準色又は
その近傍色に応じた複数の色値に基づいて、複数のカラーパッチを備えるカラーチャート
を印刷し、印刷された前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記
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保護膜を被覆しない状態下で選択されたカラーパッチの識別情報を入力し、入力された前
記識別情報に基づいて、前記選択されたカラーパッチに応じた色値である選択色値を取得
するようにしたので、カラーチャートに保護膜を被覆させることなく保護膜付印刷物を対
象とする指定色の調整が可能であり、保護膜の被覆作業に伴う工数及び材料費を大幅に低
減できる。
【００３７】
　本発明に係る色値取得方法、色値取得装置、画像処理方法、画像処理装置及びプログラ
ムによれば、印刷媒体の種類及び観察光源の種類を入力し、入力された種類に応じた前記
印刷媒体上に画像が形成された印刷物の色再現データと、入力された種類に応じた前記観
察光源の分光データとを取得し、前記観察光源下の前記印刷物上で再現しようとする指定
色の色情報に基づいて基準色を決定し、取得された前記印刷物の色再現データ及び前記観
察光源の分光データに基づいて、決定された前記基準色を、前記観察光源と異なる所定の
光源に応じた新たな基準色に変換し、変換された前記新たな基準色又はその近傍色に応じ
た複数の色値に基づいて、複数のカラーパッチを備えるカラーチャートを印刷し、印刷さ
れた前記カラーチャートの中から前記指定色に最も近い色として、前記所定の光源下で選
択されたカラーパッチの識別情報を入力し、入力された前記識別情報に基づいて、前記選
択されたカラーパッチに応じた色値である選択色値を取得するようにしたので、別の観察
光源下に移動することなく指定色の調整が可能であり、移動作業に伴う工数を大幅に低減
できる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本実施形態に係る画像処理装置が組み込まれた印刷システムの斜視説明図である
。
【図２】本実施形態に係る指定色調整用カラーチャートの概略正面図である。
【図３】本実施形態に係る画像処理装置の機能ブロック図である。
【図４】カラーチャート条件データから色値データを得るための処理フローを表す図であ
る。
【図５】本実施形態に係る指定色の調整のための設定画面の一例を示す図である。
【図６】図６Ａは、本実施形態に係るプロファイル生成条件の設定画面の一例を示す図で
ある。図６Ｂは、本実施形態に係る指定色調整シミュレーションの設定画面の一例を示す
図である。
【図７】本実施形態に係る画像処理方法を実施するためのフローチャートである。
【図８】本実施形態に係るプロファイル変更方法に関するフローチャートである。
【図９】本実施形態に係る指定色調整用カラーチャートが形成する提示領域を表す説明図
である。
【図１０】色の選択結果を表示する画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、本発明に係る色値取得方法（又は画像処理方法）についてそれを実施する色値取
得装置（又は画像処理装置）並びに印刷システムとの関係において好適な実施形態を挙げ
、添付の図面を参照しながら詳細に説明する。
【００４０】
　図１は、本実施形態に係る画像処理装置１６が組み込まれた印刷システム１０の斜視説
明図である。
【００４１】
　印刷システム１０は、ネットワーク１２と、編集装置１４と、画像処理装置１６（色値
取得装置、画像処理装置）と、印刷機１８と、ラミネート処理装置２０と、測色計２２と
を基本的に備える。
【００４２】
　ネットワーク１２は、イーサネット（登録商標）等の通信規格に基づいて構築されてい
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る情報通信網である。編集装置１４と、画像処理装置１６と、データベースＤＢとは、前
記ネットワーク１２を介して有線又は無線により相互に接続されている。
【００４３】
　編集装置１４は、文字、図形、絵柄や写真等から構成されるカラー画像の配置をページ
毎に編集が自在であり、ページ記述言語（以下、ＰＤＬという。）による電子原稿（印刷
データ）、例えば、４色（ＣＭＹＫ）や３色（ＲＧＢ）のカラーチャンネルからなる８ビ
ット画像データを生成する。
【００４４】
　ここで、ＰＤＬとは、印刷や表示等の出力単位である「ページ」内で文字、図形等の書
式情報、位置情報、色情報（濃度情報を含む）等の画像情報を記述する言語である。例え
ば、ＰＤＦ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｏｒｍａｔの略で、ＩＳＯ３２０
００－１：２００８に規定）、ＡｄｏｂｅＳｙｓｔｅｍｓ社のＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登
録商標）やＸＰＳ（ＸＭＬ　Ｐａｐｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）等が知られてい
る。
【００４５】
　また、編集装置１４には図示しないカラースキャナが接続されており、該カラースキャ
ナは、所定の位置にセットされたカラー原稿を光学的に読み取ることで、前記電子原稿の
構成要素となるカラー画像データを取得可能である。
【００４６】
　画像処理装置１６は、ＰＤＬによる電子原稿をラスタ形式（例えば、ビットマップ画像
）に展開し、所望の画像処理、例えば、色変換処理、画像拡縮処理や配置処理等を行い、
印刷機１８の印刷方式に適した印刷制御信号に変換し、前記印刷機１８に前記印刷制御信
号を送信する各機能を有している。
【００４７】
　また、画像処理装置１６は、ＣＰＵ・メモリ等を有する本体２４と、カラー画像を表示
する表示装置２６（表示部）と、入力部としての入力装置２８（キーボード３０及びマウ
ス３２からなる。）とを備えている。さらに、画像処理装置１６には、電子データの記録
・消去が自在な可搬型メモリ３４や測色計２２が接続されている。
【００４８】
　印刷機１８は、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋの各色（プロセスカラー）からなる標準インクと、ＬＣ
、ＬＭ等の淡色やＷ（白色）等のオプションインクとを組み合わせてカラー画像を形成す
るインクジェット方式の印刷装置である。この印刷機１８は、外部（例えば、画像処理装
置１６）から受信した印刷制御信号に基づいて各色のインクの射出制御を行うことにより
、印刷媒体としてのメディア３６（図１では、ロール状の未印刷のメディア３６）上にカ
ラー画像を印刷し、印刷物３８（印刷物３８の一種であるカラーチャート３８ｃが含まれ
る。）を形成する。
【００４９】
　ラミネート処理装置２０は、印刷物３８の画像形成面上に、必要に応じて更にその裏面
に、保護膜としてのラミネートフイルム４０を貼付させた状態で、図示しない加熱ローラ
を用いて加熱・加圧処理を施すことにより、印刷物３８の画像形成面が保護された保護膜
付印刷物４２を形成する。
【００５０】
　メディア３６の基材には、合成紙・厚紙・アルミ蒸着紙等の紙類、塩化ビニル・ＰＥＴ
等の樹脂やターポリン等を用いることができる。保護膜には、ラミネートフイルム４０に
限られず、液体、ニス、透明インク、クリアトナー、並びにアクリル板等の保護板等を用
いることができる。
【００５１】
　測色計２２は、測定対象物を測色することで色値を取得する。ここで、色値とは、三刺
激値ＸＹＺ、均等色空間の座標値Ｌ＊ａ＊ｂ＊等のみならず、波長に対する光学物性値の
分布（以下、「分光データ」という。）、例えば、分光放射分布、分光感度分布、分光反
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射率、分光透過率、分光拡散係数及び分光固有反射率が含まれる。
【００５２】
　このようにして得られた保護膜付印刷物４２は、印刷システム１０の光源ＰＳ（所定の
光源）とは分光放射分布が異なる光源ＤＳ（観察光源）の下で、所定の場所に掲示され観
察される。
【００５３】
　図２は、本実施形態に係る指定色調整用カラーチャート３８ｃの概略正面図である。
【００５４】
　指定色調整用カラーチャート３８ｃは、メディア３６上に印刷された、色の異なる４９
個の略同形状のカラーパッチ４４と、該カラーパッチ４４の行方向及び列方向の配列位置
を特定する行番号４６（識別情報）及び列番号４８（識別情報）と、前記指定色調整用カ
ラーチャート３８ｃの印刷条件に関する情報である印刷情報４９とから構成される。
【００５５】
　各カラーパッチ４４は、縦方向・横方向ともに７個ずつのカラーパッチ４４が所定間隔
の隙間を設けるように配置されている。各カラーパッチ４４の色は、ＣＭＹＫ値の各信号
レベルの範囲（百分率では０％～１００％、８ビット階調である場合は０～２５５）の所
定の値が設定されている。
【００５６】
　識別情報としての行番号４６は、上から順番に（＋３）～（－３）の文字列として、各
カラーパッチ４４の左方部にその位置に対応するように設けられている。一方、識別情報
としての列番号４８は、左から順番に（－３）～（＋３）の文字列として、各カラーパッ
チ４４の上方部にその位置に対応するように設けられている。
【００５７】
　印刷情報４９は、指定色調整用カラーチャート３８ｃの下方部に設けられ、Ｌ＊、ａ＊

、ｂ＊、Δａ＊、及びΔｂ＊の値が記載されている。
【００５８】
　図３は、本実施形態に係る画像処理装置１６の構成ブロック図である。なお、電子原稿
は白抜実線矢印の方向に、カラーチャート用画像データは白抜破線矢印の方向に、その他
の各データは実線矢印の方向にそれぞれ供給されることを表す。
【００５９】
　画像処理装置１６の本体２４は、編集装置１４側から供給される電子原稿を入力するＩ
／Ｆ５０と、該Ｉ／Ｆ５０を介して供給された電子原稿のＰＤＬ形式をラスタ形式に展開
するＲＩＰ５２（ラスタイメージングプロセッサ）と、該ＲＩＰ５２により展開された電
子原稿のＣＭＹＫ値（あるいはＲＧＢ値）に対して所定の色変換処理を施して新たなＣＭ
ＹＫ値の画像データを得る色変換処理部５４（色調整部）と、該色変換処理部５４により
色変換されて得られた新たなＣＭＹＫ値の画像データを印刷機１８に適した印刷制御信号
（インク射出制御データ）に変換する印刷機ドライバ５６（印刷制御部）と、該印刷機ド
ライバ５６により変換された印刷制御信号を印刷機１８側に出力するＩ／Ｆ５８とを備え
る。
【００６０】
　また、本体２４は、印刷機１８毎にプロファイルを管理する色管理部６０と、指定色調
整用カラーチャート３８ｃ又は図示しないプロファイル用カラーチャートを印刷するため
の画像データを生成する画像データ生成部６２と、表示装置２６との接続を可能とするＩ
／Ｆ６３と、入力装置２８（マウス３０及びキーボード３２）との接続を可能とするＩ／
Ｆ６４と、測色計２２（又は可搬型メモリ３４）との接続を可能とするＩ／Ｆ６５とを備
える。
【００６１】
　ところで、入力装置２８は、メディア３６、ラミネートフイルム４０及び光源ＤＳの種
類を本体２４側に入力する第１入力部６６と、選択されたカラーパッチ４４の識別情報（
行番号４６及び列番号４８を含む。）を本体２４側に入力する第２入力部６８として機能
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する。
【００６２】
　さらに、本体２４は、その内部の各構成要素から供給される各データを記憶し、あるい
は記憶している各データを各構成要素に供給する記憶部７０を備えている。該記憶部７０
は、ＲＩＰ５２と、色変換処理部５４と、色管理部６０と、画像データ生成部６２と、Ｉ
／Ｆ６３と、Ｉ／Ｆ６４と、Ｉ／Ｆ６５とにそれぞれ接続されている。
【００６３】
　なお、色変換処理部５４は、デバイス依存データからデバイス非依存データに変換する
目標プロファイル処理部７２と、デバイス非依存データからデバイス依存データに変換す
るする印刷プロファイル処理部７４とを備える。ここで、デバイス依存データとは、各種
デバイスを適切に駆動するためのＣＭＹＫ値、ＲＧＢ値等で定義されるデータである。ま
た、デバイス非依存データとは、ＨＳＬ、ＨＳＢ、ＣＩＥＬＡＢ座標系、ＣＩＥＬＵＶ座
標系、ＸＹＺ等の表色系で定義されるデータである。
【００６４】
　また、画像データ生成部６２は、指定色調整用カラーチャート３８ｃを印刷するための
画像データを生成する指定色調整用データ生成部７６と、図示しないプロファイル用カラ
ーチャートを印刷するための画像データを生成するプロファイル用データ生成部７８とを
備える。
【００６５】
　さらに、色管理部６０は、印刷機１８毎にプロファイルを生成・補正するプロファイル
生成部８０と、印刷物３８の色再現データ、ラミネートフイルム４０の分光データ、又は
光源ＤＳの分光データを取得するデータ取得部８２と、後述するカラーチャート条件（基
準色及び色差間隔）を決定するカラーチャート条件決定部８４（基準色決定部）と、カラ
ーパッチ４４の色を所定のシミュレーション環境下における適切な色に変換するパッチ色
変換部８６（基準色変換部）と、選択されたカラーパッチ４４に応じた色値である選択色
値（又は第１色値）を取得する第１色値取得部８８ａと、指定色の色値（第２色値）を取
得する第２色値取得部８８ｂと、印刷機１８の印刷プロファイルを用いて選択色値（デバ
イス非依存データ）をＣＭＹＫ値（デバイス依存データ）に変換することで、色選択結果
の確認表示用の色値を取得する色値変換部８９とから構成される。
【００６６】
　ここで、色再現データとは、出力デバイス上で適切な色再現を行うための各種データで
ある。例えば、デバイス依存データ及びデバイス非依存データの対応関係を表すデータ（
ＩＣＣプロファイルの色変換テーブルを含む。）、又は上述した分光データ等が挙げられ
る。
【００６７】
　さらに、ＲＩＰ５２は、電子原稿のラスタ形式化の際に、印刷機１８の解像度等に対応
した画像拡縮処理や、印刷フォーマットに対応した回転・反転処理等の種々の画像処理を
行うことができる。
【００６８】
　さらに、印刷機ドライバ５６は、ＣＭＹＫ値からインク各色（ＣＭＹＫ、ＬＣ、ＬＭ、
又はＷ）に対応するインク射出制御用データを作成する。このインク射出制御用データは
、印刷機１８のインク射出動作（ＯＮ・ＯＦＦやインクドット径の大小等）を適切に制御
するためのデータである。その際、８ビット多階調画像から２値画像等の低階調画像への
変換を要する。例えば、ディザマトリクス法や誤差拡散法等の公知のアルゴリズムを用い
ることができる。
【００６９】
　さらに、目標プロファイル処理部７２又は印刷プロファイル処理部７４は、印刷機１８
の印刷モードに応じてプロファイルを補正することができる。ここで、印刷モードとは、
印刷ヘッドのノズル数、印刷ヘッドの走査時におけるインク射出タイミング（片方向／双
方向）、パス数、搭載インク色数及びその種類、インク射出制御用データ作成のアルゴリ
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ズム等の、印刷に関する各種設定をいう。
【００７０】
　さらに、ＣＰＵ等で構成される図示しない制御部は、この画像処理に関するすべての制
御を行う。すなわち、本体２４内部の各構成要素の制御（例えば、記憶部７０のデータ読
出し・書込み）のみならず、Ｉ／Ｆ６３を介して表示装置２６に表示制御信号を送信する
制御や、Ｉ／Ｆ６５を介して測色計２２から測色データを取得する制御等も含まれる。
【００７１】
　本実施形態に係る画像処理装置１６は以上のように構成され、上述した各画像処理機能
は、基本ソフトウェア（オペレーティングシステム）上で動作する、例えば記憶部７０に
記憶された応用ソフトウェア（プログラム）を用いて実現することができる。
【００７２】
　なお、上記プログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体（例えば、図１の可搬型
メモリ３４）に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステム
に読み込ませ、実行させてもよい。なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、Ｏ
Ｓや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。コンピュータ読み取り可能な記録媒体
とは、フレキシブルディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コ
ンピュータシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置である。コンピュータ読み
取り可能な記録媒体には、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介
してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持
するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メ
モリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含む。
【００７３】
　図４は、カラーチャート条件データ９０から色値データ１００を得るための処理フロー
を表す図である。なお、以下に示すＬ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）は実際の掲示状態下のＬ＊ａ
＊ｂ＊を表し、Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）は印刷シミュレーション下でのＬ＊ａ＊ｂ＊を表
す。
【００７４】
　記憶部７０から供給されるカラーチャート条件データ９０に基づいて４９個のカラーパ
ッチ４４の色のＬ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）を決定するＬ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）決定部９２と
、該Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）決定部９２により決定されたＬ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）を実際
の掲示条件下での各データに基づいてＸＹＺに変換するＬ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）－ＸＹＺ
変換部９４と、該Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）－ＸＹＺ変換部９４により変換されたＸＹＺを
印刷シミュレーション下での各データに基づいてＬ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）に変換するＸＹ
Ｚ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）変換部９６と、該変換するＸＹＺ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）
変換部９６により変換されたＬ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）に基づいてＬ＊ａ＊ｂ＊値の画像デ
ータを生成する指定色調整用データ生成部７６と、該指定色調整用データ生成部７６によ
り生成されたＬ＊ａ＊ｂ＊画像データをＣＭＹＫ値の画像データに変換する印刷プロファ
イル処理部７４と、該印刷プロファイル処理部７４により変換されたＣＭＹＫ値の画像デ
ータに基づいて所望の印刷をする印刷機１８とから構成される。なお、パッチ色変換部８
６は、Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）決定部９２と、Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）－ＸＹＺ変換部９
４と、ＸＹＺ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）変換部９６とから構成されている。
【００７５】
　その後、該印刷機１８により得られた指定色調整用カラーチャート３８ｃのうち１つの
カラーパッチ４４が選択され、該１つのカラーパッチ４４に対応する選択番号９８が得ら
れ、該選択番号９８に対応する色値データ１００であるＬ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）が得られ
る。
【００７６】
　ところで、メディアのプロファイル群１０２、ラミネートフイルムの分光データ群１０
４及び光源の分光データ群１０６は、記憶部７０からデータ取得部８２に供給される。
【００７７】
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　そして、実際の掲示状態下の各データ、すなわち、所定の種類に応じたメディア３６の
プロファイル、ラミネートフイルム４０の分光データ、及び光源ＤＳの分光データ（実質
的には、分光放射分布）は、破線矢印で示すようにＬ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）－ＸＹＺ変換
部９４に供給される。また、印刷シミュレーション下の各データ、すなわち、所定の種類
に応じたメディア３６のプロファイル、ラミネートフイルム４０の分光データ、及び光源
ＤＳの分光データは、実線矢印で示すようにＸＹＺ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）変換部９６
に供給される。さらに、所定の種類に応じたメディア３６のプロファイルは、実線矢印で
示すように印刷プロファイル処理部７４に必要に応じて供給される。
【００７８】
　図５は、本実施形態に係る指定色の調整のための設定画面の一例を示す図である。
【００７９】
　設定画面１１０の左方部には、二次元的に配列された４９個のラジオボタン１１２と、
その外周に設けられた数字列１１４とを備える。
【００８０】
　設定画面１１０の右方上部には、縦方向に３個のラジオボタン１１６と、横方向に３個
のラジオボタン１１８とがそれぞれ並設されており、その縦方向（横方向）に設けたラジ
オボタンの左方（上方）に、Ｌ＊、ａ＊、ｂ＊の順番に文字列が付されている。
【００８１】
　さらにその右方部には、印刷プロファイルの選択が自在であるプルダウンメニュー１２
０と、メディア３６、ラミネートフイルム４０及び光源ＤＳの各種類が表示された表示欄
１２２と設けられている。
【００８２】
　設定画面１１０の右方中央部には、列方向に２つの表示欄１２４、１２６が設けられて
いる。表示欄１２４にはＬ＊、ａ＊、ｂ＊の色値が表示され、表示欄１２６にはΔＬ＊、
Δａ＊、Δｂ＊の色値が表示されている。
【００８３】
　設定画面１１０の右方下部には、左側から順番に、［次の印刷］、［確定］、［中止］
と表示されたボタン１２８、１３０、１３２がそれぞれ設けられている。
【００８４】
　図６Ａは、本実施形態に係るプロファイル生成条件の設定画面の一例を示す図である。
【００８５】
　設定画面１３４には、上から順番に、３個のプルダウンメニュー１３６、１３８、１４
０と、テキストボックス１４２と、［生成］、［中止］と表示されたボタン１４４、１４
６とを備える。
【００８６】
　プルダウンメニュー１３６の左方部には、「メディア」なる文字列が表示されている。
マウス３２の所定の操作により、プルダウンメニュー１３６の下方部に図示しない選択欄
が併せて表示される。
【００８７】
　プルダウンメニュー１３８の左方部には、「ラミネート」なる文字列が表示されている
。マウス３２の所定の操作により、プルダウンメニュー１３８の下方部に図示しない選択
欄が併せて表示される。
【００８８】
　プルダウンメニュー１４０の左方部には、「光源」なる文字列が表示されている。マウ
ス３２の所定の操作により、プルダウンメニュー１４０の下方部に図示しない選択欄が併
せて表示される。
【００８９】
　テキストボックス１４２の左方部には、「プロファイル名」なる文字列が表示されてい
る。キーボード３０の所定の操作により、文字情報の入力が自在である。
【００９０】
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　図６Ｂは、本実施形態に係る指定色調整シミュレーションの設定画面の一例を示す図で
ある。
【００９１】
　設定画面１５０には、上から順番に、２個のラジオボタン１５２と、２個のプルダウン
メニュー１５４、１５６と、［設定］、［中止］と表示されたボタン１５８、１６０とを
備える。
【００９２】
　ラジオボタン１５２の左方部には、それぞれ「ＯＮ」、「ＯＦＦ」と表示され、いずれ
かを選択可能である。
【００９３】
　プルダウンメニュー１５４の左方部には、「ラミネート」なる文字列が表示されている
。マウス３２の所定の操作により、プルダウンメニュー１５４の下方部に図示しない選択
欄が併せて表示される。
【００９４】
　プルダウンメニュー１５６の左方部には、「光源」なる文字列が表示されている。マウ
ス３２の所定の操作により、プルダウンメニュー１５６の下方部に図示しない選択欄が併
せて表示される。
【００９５】
　本実施形態に係る印刷システム１０は、基本的には以上のように構成されるものであり
、次にその動作について説明する。
【００９６】
　図７は、本実施形態に係るプロファイル生成方法を実施するためのフローチャートであ
る。主に図１及び図７を参照しながら説明する。
【００９７】
　先ず、作業者は、形成しようとする保護膜付印刷物４２に関する印刷条件やその観察態
様を調査する（ステップＳ１）。ここで、印刷条件とは、印刷に使用する印刷機１８の種
類、メディア３６の種類、ラミネートフイルム４０の種類や前述した印刷モード等が含ま
れる。また、観察態様には、観察光源としての光源ＤＳの属性（種類、分光データ）のみ
ならず、観察しようとする保護膜付印刷物４２の画像種別も含まれる。この画像種別とし
て、反射画像（反射光源を主光源とする画像）、透過画像（透過光源を主光源とする画像
）、又は、混合画像（反射光源及び透過光源を主光源とする画像）が挙げられる。
【００９８】
　次いで、作業者は、印刷機１８に適切なプロファイルを選定する（ステップＳ２）。通
常、目標プロファイル又は印刷プロファイルは、本体２４の記憶部７０に保存されている
。印刷機１８に適切なプロファイルが登録（記憶部７０に記憶）されていない場合は、印
刷プロファイルを別途生成することができる。
【００９９】
　次いで、印刷機１８を用いて電子原稿を印刷して印刷物３８を得た後、この印刷物３８
にラミネート処理を施す（ステップＳ４）。
【０１００】
　具体的には、印刷物３８の画像形成面上に（必要に応じて更にその裏面に）ラミネート
フイルム４０を貼付させた状態で、ラミネート処理装置２０が備える図示しない加熱ロー
ラを用いて加熱・加圧処理を施すことにより保護膜付印刷物４２を得る。これにより、画
像の擦過性・堅牢性を向上させることができる。
【０１０１】
　次いで、保護膜付印刷物４２のカラー画像の色を評価し（ステップＳ４）、画像の色が
適切か否かを判断する（ステップＳ５）。所望の色合いが得られたか否かについての評価
方法としては、画像の全体的外観又は部分的外観に着目し、作業者等の目視により良否を
判断する方法、あるいは、測色計２２を用いて保護膜付印刷物４２の所定の箇所を測色し
、その値が所望の範囲内に収まるか否かで判断する方法等が使用される。
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【０１０２】
　この画像評価の結果、保護膜付印刷物４２の画像の色が適切でないと判断された場合は
、プロファイルの変更を行うことにより色の微調整を行う（ステップＳ６）。この具体的
方法としては、プロファイルの再設定・再生成、プロファイルの微調整（現在設定されて
いるプロファイルの補正）又は電子原稿の印刷データの補正等が挙げられる。
【０１０３】
　以下、印刷と評価を繰り返すことにより（ステップＳ３～Ｓ６）、所望の色の保護膜付
印刷物４２が得られる。
【０１０４】
　ここで、プロファイルの生成（ステップＳ２）の際の、画像処理装置１６による画像処
理の流れについて、図３を参照しながら詳細に説明する。
【０１０５】
　記憶部７０により記憶された所定のＣＭＹＫ値データに基づいて、プロファイル用デー
タ生成部７８により生成された画像データは、図３に示すように矢印Ｒ１の経路から印刷
機ドライバ５６に供給され、電子原稿の印刷と同様の動作により印刷機１８側に供給され
る。このようにして得られた図示しないプロファイル用カラーチャートの各カラーパッチ
を、画像処理装置１６に接続された測色計２２を用いて測色し、Ｌ＊ａ＊ｂ＊の色値を取
得する。この色値のデータは記憶部７０に一旦記憶される。その後、指定されたＣＭＹＫ
値と得られたＬ＊ａ＊ｂ＊との対応関係に基づいて３次元－４次元変換ＬＵＴを作成する
ことで、印刷プロファイルを生成することができる。
【０１０６】
　なお、プロファイルを生成する際には、図６Ａに示す設定画面１３４から各種設定を行
うことができる。本図では、プルダウンメニュー１３６の図示しない選択欄の中からメデ
ィア３６の種類として［ＰＶＣ（Ａ）］（ここで、「ＰＶＣ」は、ポリ塩化ビニル（Ｐｏ
ｌｙＶｉｎｙｌ　Ｃｈｌｏｒｉｄｅ）を意味する。）が設定され、プルダウンメニュー１
３８の図示しない選択欄の中からラミネートフイルム４０の種類として［マットＢ］（こ
こで、「マット」（ＭＡＴＴ）は無光沢フイルムを意味する。）が設定され、プルダウン
メニュー１４０の図示しない選択欄の中から光源ＤＳの種類として［Ａ］（光源）が設定
されている。
【０１０７】
　そして、キーボード３０及びマウス３２の操作により、テキストボックス１４２に文字
列を入力し、［生成］ボタン１４４をクリックする。その後、記憶部７０に記憶されたカ
ラーパッチ毎の色値及びＣＭＹＫ値が読み出され、プロファイル生成部８０により印刷プ
ロファイルが生成され、該印刷プロファイルは記憶部７０により記憶される。ここで、［
中止］ボタン１４６をクリックすると、プロファイル等のデータ内容を変更することなく
作業は終了する。
【０１０８】
　なお、プルダウンメニュー１３６には、メディア３６の種類と印刷機１８の印刷モード
とを組み合わせて設定できるようにしてもよい。
【０１０９】
　また、電子原稿の印刷（ステップＳ３）の際の、画像処理装置１６による画像処理の流
れについて、図３を参照しながら詳細に説明する。
【０１１０】
　編集装置１４から供給された電子原稿（ＰＤＬ形式）が、ネットワーク１２及びＩ／Ｆ
５０を介して画像処理装置１６に入力されると、前記電子原稿は、ＲＩＰ５２によりそれ
ぞれ８ビット・ＣＭＹＫ値のラスタ形式（デバイス依存の画像データ）に展開され、目標
プロファイル処理部７２によりＬ＊ａ＊ｂ＊（デバイス非依存の画像データ）に変換され
、印刷プロファイル処理部７４によりＣＭＹＫ値（デバイス依存の画像データ）に変換さ
れ、印刷機ドライバ５６により印刷制御信号（すなわち、インク射出制御データ）に変換
され、Ｉ／Ｆ５８を介して印刷機１８に供給される。その後、印刷機１８により所望の印
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刷物３８が印刷される。
【０１１１】
　このとき、複数の設定条件に対応する目標プロファイル及び印刷プロファイルが予め記
憶部７０に記憶されているので、予め設定された各種条件に応じて選択的に、目標プロフ
ァイルが目標プロファイル処理部７２に供給され、印刷プロファイルが印刷プロファイル
処理部７４に供給される。ここで、各プロファイルに対して印刷機１８の印字モード等を
加味した補正を適宜行うように構成すれば、さらに適切な色変換処理を行うことができる
。
【０１１２】
　以上、本実施形態に係る画像処理方法を用いて好適な保護膜付印刷物４２を得るための
ワークフローの概略を説明した。次いで、プロファイルの変更方法（ステップＳ６）につ
いて、図８に示すフローチャートを参照しながら詳細に説明する。
【０１１３】
　先ず、シミュレーションの条件設定を行う（ステップＳ６１）。作業者は、図６Ｂに示
す設定画面１５０から各設定を行うことができる。
【０１１４】
　例えば、ラジオボタン１５２を用いてモードを「ＯＮ」に設定し、プルダウンメニュー
１５４を用いてラミネートフイルム４０の種類を「なし」に設定し、プルダウンメニュー
１５６を用いて光源ＰＳの種類を「Ｄ５０」に設定する。［設定］ボタン１５８をクリッ
クすると、各設定条件が記憶部７０（図３参照）に記憶される。これにより、後述する印
刷シミュレーションを行う条件が設定される。また、前記印刷シミュレーションを行わな
い場合、作業者は、ラジオボタン１５２を用いてモードを「ＯＦＦ」に設定する。
【０１１５】
　そして、マウス３２の操作により［設定］ボタン１５８をクリックすると、設定画面１
５０の各種設定は本体２４側に入力され、記憶部７０に記憶される。なお、［中止］ボタ
ン１６０をクリックすると、シミュレーション条件等のデータ内容を変更することなく作
業は終了する。
【０１１６】
　次いで、指定色調整用カラーチャート３８ｃの基準色及び色差間隔の初期設定を行う（
ステップＳ６２）。これらの値は、カラーチャート条件決定部８４（図３参照）により設
定が自在である。
【０１１７】
　例えば、基準色（Ｌ＊

０，ａ＊
０，ｂ＊

０）の初期値に関して、保護膜付印刷物４２上
で色再現しようとする指定色の色情報に基づいて決定することができる。なお、色情報と
は、色を特定するための各種情報であり、色見本の現物のみならず、その色値又は種類等
が含まれる。色見本の色値には、三刺激値ＸＹＺ、均等色空間上の色値Ｌ＊ａ＊ｂ＊等の
デバイス非依存データ、あるいはＲＧＢ値、ＣＭＹＫ値等のデバイス依存データが含まれ
る。色見本の種類には、製造業者名、色見本番号等が含まれる。
【０１１８】
　その取得方法については、色見本の現物を測色計２２により測色をしてもよいし、カラ
ーチップの色番号と対応付けられた色値を記憶部７０に予め記憶しておいて、初期値の設
定の都度に呼び出してもよい。また、カラーホイールのようなＧＵＩコントロールを用い
て、基準色の初期値を選択可能に構成してもよい。
【０１１９】
　さらに、色差間隔（ΔＬ＊，Δａ＊，Δｂ＊）の初期値に関しては、色調整作業の経験
則上、適切な値を設けておくことができる。
【０１２０】
　さらに、図５に示すように、最終的に形成しようとする保護膜付印刷物４２に用いる印
刷プロファイルをプルダウンメニュー１２０により設定する。設定の際には、表示欄１２
２に表示されたメディア３６、ラミネートフイルム４０又は光源ＤＳの種類を参照するこ
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とができる。
【０１２１】
　次いで、図２に示す指定色調整用カラーチャート３８ｃを印刷する（ステップＳ６３）
。このとき、画像データ生成部６２の中の指定色調整用データ生成部７６（図３参照）に
より画像データが生成される。以下、図４に示す処理フローも併せて参照しながら詳細に
説明する。
【０１２２】
　図４に示すカラーチャート条件データ９０に基づいて、Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）決定部
９２により、色の異なる複数のカラーパッチ４４を二次元的に配置する色が決定される。
【０１２３】
　その方法の一つとして、均等色空間ＣＩＥＬＡＢ系の３つの変数（Ｌ＊，ａ＊，ｂ＊）
のうち、１つの変数（例えば、Ｌ＊）を固定し、他の２つの変数（例えば、ａ＊ｂ＊）に
ついてカラーパッチ４４の位置毎に徐々に変化させる方法が考えられる。具体的には、各
カラーパッチ４４に対応する画素値を、（１）～（３）式のように決定することができる
。
　Ｌ＊

ｉ＝Ｌ＊
０＋ΔＬ＊×ｉ　（ｉ＝－３，－２，……，＋２，＋３）　…（１）

　ａ＊
ｊ＝ａ＊

０＋Δａ＊×ｊ　（ｊ＝－３，－２，……，＋２，＋３）　…（２）
　ｂ＊

ｋ＝ｂ＊
０＋Δｂ＊×ｋ　（ｋ＝－３，－２，……，＋２，＋３）　…（３）

【０１２４】
　なお、以下の説明において、（Ｌ＊

０，ａ＊
０，ｂ＊

０）からなる色を基準色、（ΔＬ
＊，Δａ＊，Δｂ＊）を色差間隔と呼ぶことにする。
【０１２５】
　さらに、指定色調整用カラーチャート３８ｃが有する各カラーパッチ４４により形成さ
れる色領域のことを「提示領域」と呼ぶことにする。
【０１２６】
　図９は、本実施形態に係る指定色調整用カラーチャート３８ｃの提示領域を表す説明図
である。Ｌ＊を固定した場合において、ａ＊－ｂ＊平面上に形成されている六角形の領域
は、印刷機１８のガマット２００である。例えば、上述の（２）式及び（３）式で示され
る数式に従って各カラーパッチ４４の色をプロットすると、各点は略等間隔に配置される
。この場合の提示領域２０１は、（ａ＊

０＋３Δａ＊，ｂ＊
０＋３Δｂ＊）、（ａ＊

０＋
３Δａ＊，ｂ＊

０－３Δｂ＊）、（ａ＊
０－３Δａ＊，ｂ＊

０＋３Δｂ＊）、（ａ＊
０－

３Δａ＊，ｂ＊
０－３Δｂ＊）の４点で形成される矩形領域に相当する。

【０１２７】
　なお、提示領域２０１の形状は矩形に限られず、菱形であってもよい。さらに、提示領
域は、均等色空間が形成する平面（Ｌ＊－ａ＊平面，ａ＊－ｂ＊平面，又はＬ＊－ｂ＊平
面）と常に平行関係である必要はなく、カラーパッチ４４の位置毎に３変数を徐々に変化
させるようにしてもよい。
【０１２８】
　その後、図４に示すデータ取得部８２により、記憶部７０からメディアのプロファイル
群１０２、ラミネートフイルムの分光データ群１０４、及び光源の分光データ群１０６が
予め取得される。
【０１２９】
　なお、メディアのプロファイル群１０２、ラミネートフイルムの分光データ群１０４、
又は光源の分光データ群１０６を記憶する手段は、本体２４内の記憶部７０に限られず、
その外部装置に各種データを記憶させてもよい。例えば、可搬型メモリ３４又はデータベ
ースＤＢ（図１参照）であってもよい。データベースＤＢに各種データを記憶させた場合
、本体２４（より詳しくはデータ取得部８２）は、ネットワーク１２（図１参照）、Ｉ／
Ｆ５０（図３参照）を介して、各種データを取得できる構成であってもよい。
【０１３０】
　その後、Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）－ＸＹＺ変換部９４により、実際の掲示状態下の各デ
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ータに基づいて、Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｏｂｓ）をＸＹＺに一旦変換する。ここで、実際の掲示
状態下の各データとは、図６Ａの設定画面１３４により予め設定されたプロファイル生成
条件に対応するデータである。
【０１３１】
　すなわち、データ取得部８２により、メディアのプロファイル群１０２の中から、所定
の種類（図６Ａ例では［ＰＶＣ（Ａ）］）に応じたメディア３６の印刷プロファイルが選
択される。また、データ取得部８２により、ラミネートフイルムの分光データ群１０４の
中から、所定の種類（図６Ａ例では［マットＢ］）に応じたラミネートフイルム４０の分
光データが選択される。さらに、データ取得部８２により、光源の分光データ群１０６の
中から、所定の種類（図６Ａ例では［Ａ］光源）に応じた光源ＤＳの分光データが選択さ
れる。
【０１３２】
　なお、メディア３６、ラミネートフイルム４０、又は光源ＤＳの種類の取得方法は、入
力装置２８を操作して行われる設定画面１５０（図６Ｂ参照）を介した入力に限られない
。例えば、印刷物３８に応じた電子原稿に紐付けされた各種データ（例えば、データファ
イルのタグ情報）を取得することで、メディア３６等の各種類を自動的に識別するように
構成してもよい。
【０１３３】
　その後、図４に示すＸＹＺ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）変換部９６により、印刷シミュレ
ーション下の各データに基づいて、ＸＹＺをＬ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）に変換する。ここで
、印刷シミュレーション下の各データとは、図６Ｂの設定画面１５０により予め設定され
たプロファイル生成条件に対応するデータである。
【０１３４】
　すなわち、データ取得部８２により、メディアのプロファイル群１０２の中から、所定
の種類（図６Ａと同じ［ＰＶＣ（Ａ）］）に応じたメディア３６の印刷プロファイルが選
択される。また、データ取得部８２により、ラミネートフイルムの分光データ群１０４の
中から、所定の種類（図６Ｂ例では［なし］）に応じたラミネートフイルム４０の分光デ
ータが選択される。さらに、データ取得部８２により、光源の分光データ群１０６の中か
ら、所定の種類（図６Ｂ例では［Ｄ５０］）に応じた光源ＰＳの分光データが選択される
。
【０１３５】
　なお、本実施形態のように、光源ＰＳが標準光源であるＤ５０光源であり、ラミネート
フイルム４０が「なし」の設定（分光反射率又は分光透過率が各光波長で１）である場合
は、ＸＹＺをＬ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）に変換するためには、これらのデータを必要としな
い。
【０１３６】
　このように、パッチ色変換部８６は、基準色（Ｌ＊

０，ａ＊
０，ｂ＊

０）のみならず、
その近傍色も含めて予め色変換を行っているので、各カラーパッチ４４の色Ｌ＊ａ＊ｂ＊

（ｏｂｓ）と、Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）と、選択番号９８との対応関係が容易に把握でき
るので好ましい。
【０１３７】
　その後、図４に示す指定色調整用データ生成部７６により画像データが生成される。こ
の画像データは、カラーパッチ４４の中央位置に、すなわち、図２の行番号４６の行方向
が（０）且つ列番号４８の列方向が（０）の位置に、基準色のカラーパッチ４４が配置さ
れ、同一行又は列内において隣接するカラーパッチ４４同士の色差が略等間隔になるよう
に設けられている。
【０１３８】
　指定色調整用データ生成部７６により生成された画像データは、矢印Ｒ２の経路（図３
参照）から印刷プロファイル処理部７４に供給され、電子原稿の印刷と同様の動作により
印刷機１８側に供給される。このようにして得られた指定色調整用カラーチャート３８ｃ
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（図２参照）の各カラーパッチ４４は、予め設計された色（Ｌ＊，ａ＊，ｂ＊）とその近
傍色を略再現する。
【０１３９】
　次いで、作業者は、印刷された指定色調整用カラーチャート３８ｃのうちカラーパッチ
４４を１個選択する（ステップＳ６４）。具体的には、指定色を表す色見本（カラーチッ
プや、表示装置２６の画面上に表示された色等）と、指定色調整用カラーチャート３８ｃ
とを比較観察し、指定色に最も近い色であるカラーパッチ４４を１個選択する。
【０１４０】
　なお、本明細書中での「最も近い色」とは、主観的又は客観的な基準に従って判断され
るものである。すなわち、このカラーパッチ４４の選択にあたって、結果として、色見本
（指定色）との色差が最小である色を選択できたか否かは問題としない。
【０１４１】
　従来の方法では、実際の掲示状態（印刷条件及び観察態様）と一致させるために、指定
色調整用カラーチャート３８ｃにラミネートフイルム４０を設け、さらに掲示場所に移動
し、その光源ＤＳ下で指定色調整用カラーチャート３８ｃを観察しなければならない。し
かし、本実施形態によるパッチ色変換部８６により、実際の掲示状態下のＬ＊ａ＊ｂ＊（
ｏｂｓ）を印刷シミュレーション下のＬ＊ａ＊ｂ＊（ｓｉｍ）に予め変換した後に指定色
調整用カラーチャート３８ｃを印刷しているので、ラミネート処理装置２０によりラミネ
ートフイルム４０を被覆することなく色調整の作業（いわゆる、印刷シミュレーション）
ができる。さらに、現在作業をしている光源ＰＳ下でも、これと異なる光源ＤＳ下の状態
を模擬することができる。
【０１４２】
　また、作業者が指定色調整用カラーチャート３８ｃを観察する際にカラーパッチ４４の
色の変化が略等間隔で視認されるため、指定色に最も近い色であるカラーパッチ４４を容
易に選択できる。とりわけ、指定色がガマット２００外の色又はガマット２００内の境界
近傍の色である場合、カラーパッチ４４の選択作業に時間を掛けることがなくなる。
【０１４３】
　次いで、作業者は、選択したカラーパッチ４４の識別情報を入力する（ステップＳ６５
）。具体的には、作業者は、図５に示す設定画面１１０において、選択されたカラーパッ
チ４４の配置位置に対応した行番号４６、列番号４８が表す数値（図２参照）に基づいて
、数字列１１４を参照しながら、その数値と一致する位置におけるラジオボタン１１２（
図５参照）のうちの１個をクリックする。これらのラジオボタンは排他的なスイッチであ
るので、４９個のラジオボタン１１２のうちのいずれか１個がクリックされる。このよう
にして、選択したカラーパッチ４４の識別情報としての選択番号９８が入力される。
【０１４４】
　次いで、作業者は、選択された１個のカラーパッチ４４によって指定色と略同色を再現
できたか否かを判断する（ステップＳ６６）。その結果、略同色でなく更に選択の余地が
あるものと判断した場合は、自動又は手動により次の基準色及び色差間隔を再設定する（
ステップＳ６７）。その後、作業者は、［次の印刷］ボタン１２８をクリックすると、再
設定された基準色及び色差間隔に基づいて指定色調整用カラーチャート３８ｃが印刷され
、印刷及び評価を繰り返す（ステップＳ６１～Ｓ６６）。なお、指定色の調整作業の途中
で［中止］ボタン１３２をクリックするとこの作業は中止される。
【０１４５】
　以上のようにして、指定色調整用カラーチャート３８ｃ上において指定色と同色が再現
されるまでこの作業を繰り返し、［確定］ボタン１３０をクリックすると、プロファイル
が変更され（ステップＳ６８）、指定色の調整作業は終了する。
【０１４６】
　最初に設定された基準色（Ｌ０

＊，ａ０
＊，ｂ０

＊）を起点として色選択を行った結果
、選択されたカラーパッチ４４の色値である選択色値（又は第１色値）Ｌ＊ａ＊ｂ＊（ｏ
ｂｓ）が（Ｌ０

＊（ｓｅｌｌｅｃｔ），ａ０
＊（ｓｅｌｌｅｃｔ），ｂ０

＊（ｓｅｌｌｅ
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ｃｔ））であったとする。そうすると、プロファイル生成部８０は、第１色値取得部８８
ａにより取得された第１色値と、第２色値取得部８８ｂにより取得された指定色の第２色
値とに基づいて補正量を算出し、３次元－４次元変換ＬＵＴを補正する。例えば、補正量
Ｌ＊（ｄｉｆｆ）、ａ＊（ｄｉｆｆ）、ｂ＊（ｄｉｆｆ）を（４）～（６）式のように算
出することができる。
　　Ｌ＊（ｄｉｆｆ）＝Ｌ＊（ｓｅｌｌｅｃｔ）－Ｌ０

＊　　　　　…（４）
　　ａ＊（ｄｉｆｆ）＝ａ＊（ｓｅｌｌｅｃｔ）－ａ０

＊　　　　　…（５）
　　ｂ＊（ｄｉｆｆ）＝ｂ＊（ｓｅｌｌｅｃｔ）－ｂ０

＊　　　　　…（６）
【０１４７】
　このように、電子原稿（印刷データ）に基づいて印刷物３８を印刷する際、色変換処理
部５４は、各色の設計値に補正量Ｌ＊（ｄｉｆｆ）、ａ＊（ｄｉｆｆ）、ｂ＊（ｄｉｆｆ
）を加算することにより、印刷色の僅かな色ずれが補正可能であり、色再現精度を更に向
上させることができる。
【０１４８】
　また、印刷プロファイルを変更するのではなく、電子原稿の色値を直接修正することに
よっても上記と同様の効果を得ることができる。作業者は、図１０に示す結果画面３００
に表示された色情報を参照しながら、電子原稿の色補正をすることができる。
【０１４９】
　結果画面３００の上方部には、予め入力された指定色の色情報（第２色値を含む。）を
表示する欄３０２が設けられている。
【０１５０】
　例えば、特色名が入力された場合は、小欄３０４にその特色名が表示される。あわせて
、前記特色名に対応するＬ＊ａ＊ｂ＊値が小欄３０６に表示され、前記特色名に対応する
ＲＧＢ値が小欄３０８に表示され、前記特色名に対応するＣＭＹＫ値が小欄３１０に表示
される。さらに、その色値の指定方法が「特色名で指定」する旨も小欄３１２に表示され
る。
【０１５１】
　結果画面３００の左下部には、印刷機１８を用いて指定色を色再現する際の色値（電子
原稿の色値）を表示する欄３１４が設けられている。
【０１５２】
　例えば、選択色値（デバイス非依存データ）、具体的にはＬ＊ａ＊ｂ＊値が、１組の小
欄３１６にそれぞれ表示される。
【０１５３】
　また、任意のプロファイルを用いて前記選択色値をデバイス依存データに変換した値、
具体的にはＲＧＢ値が、１組の小欄３１８に表示される。プルダウンメニュー３２０を介
したプロファイルの選択操作に応じて、色値変換部８９により、該プロファイルが備える
Ｌ＊ａ＊ｂ＊－ＲＧＢ変換テーブルに従って、前記第２色値は、対応するＲＧＢ値に変換
される。得られたＲＧＢ値は、１組の小欄３１８に即時に更新表示される。
【０１５４】
　さらに、任意のプロファイルを用いて前記選択色値をデバイス依存データに変換した値
、具体的にはＣＭＹＫ値が、１組の小欄３２２に表示される。プルダウンメニュー３２４
を介したプロファイルの選択操作に応じて、色値変換部８９により、該プロファイルが備
えるＬ＊ａ＊ｂ＊－ＣＭＹＫ変換テーブルに従って、前記第２色値は、対応するＣＭＹＫ
値に変換される。得られたＣＭＹＫ値は、１組の小欄３２２に即時に更新表示される。
【０１５５】
　結果画面３００の右下部には、特色データベースの修正値を表示する欄３２６が設けら
れている。例えば、選択色値（デバイス非依存データ）、具体的にはＬ＊ａ＊ｂ＊値が、
１組の小欄３２８にそれぞれ表示される。また、入力されたプロファイルを用いて前記選
択色値をデバイス依存データに変換した値、具体的にはＣＭＹＫ値が、１組の小欄３３０
に表示される。
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【０１５６】
　作業者は、結果画面３００に表示された色情報のうちのいずれかを取得し、その色情報
を用いて電子原稿の色値を補正する。例えば、図示しないデータ編集機能を用いて補正を
してもよい。
【０１５７】
　さらに、自動又は手動により、画像処理装置１６内部又はその外部装置（例えば、デー
タベースＤＢ）が管理する特色データベースの管理情報（Ｌ＊ａ＊ｂ＊又はＣＭＹＫ）を
上述した修正値に更新することができる。この更新された特色データを用いることにより
、印刷物３８の色を調整することができる。
【０１５８】
　なお、この発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、以下に示す（１）～
（６）のように、この発明の主旨を逸脱しない範囲で自由に変更できることは勿論である
。
【０１５９】
　（１）本実施形態では、カラーチャート条件データ９０（基準色又は色差間隔）はカラ
ーチャート条件決定部８４により自動的に設定される構成を採っているが、作業者又は作
業依頼者の色選択の嗜好を考慮した仕様変更も可能である。
【０１６０】
　具体的には、表示欄１２４、１２６にテキストボックス等を設け、初期状態では、カラ
ーチャート条件決定部８４により設定された推奨値をそのテキストボックスに表示してお
くが、作業者がキーボード３０等を用いてその値を変更し設定できるようにしてもよい。
また、カラーパッチ４４の個数を自由に変更できるように構成してもよい。
【０１６１】
　（２）本実施形態では、指定色調整用カラーチャート３８ｃ上の各カラーパッチ４４の
形状は矩形であるがこれに限定されることはなく、例えば、三角形、六角形、円形等でも
よい。
【０１６２】
　また、カラーパッチ４４の配列方法についても、その識別情報との対応関係が明確であ
る限り、種々の配列形態を採ることができる。例えば、カラーパッチ４４が正六角形であ
る場合は、ハニカム構造に配列することにより、色の配列方法を工夫することができる。
【０１６３】
　（３）本実施形態では、指定色調整用カラーチャート３８ｃ上に付された行番号４６及
び列番号４８（図２参照）を識別情報として、設定画面１１０（図５参照）を介して入力
する構成を採っているが、識別情報の入力方法はこれらに限定されない。例えば、隣接す
るカラーパッチ４４の中間的な色をカラーホイール等のＧＵＩにより入力してもよいし、
選択されたカラーパッチ４４の色に対応する色見本番号や色値等を直接入力してもよい。
【０１６４】
　（４）前述した均等色空間の歪みに関して、例えば、（ａ）高彩度色は彩度方向の変化
に対する感度が低く、（ｂ）緑色の領域は色相の変化に対する感度が低く、（ｃ）高明度
色又は低明度色は明度の変化に対する感度が低く、（ｄ）青色の領域は彩度方向の変化に
対する感度が低い等の傾向を考慮して、色差間隔を設定することができる。
【０１６５】
　（５）印刷機１８によって指定色を再現できない場合、又は再現が困難な場合は、ガマ
ット２００外の色である指定色をガマット２００内の色に代替する必要がある。この場合
、種々のガマットマッピング・アルゴリズムに基づいてプロファイルを変更することがで
きる。例えば、両者の色の明度差（あるいは彩度差）を許容範囲内に抑えながら、色差が
最小になるようにガマット２００の境界線に近い色を選択すると好ましい。
【０１６６】
　（６）本実施形態では、印刷機１８がインクジェット方式である構成を採っているがこ
れに限定されることなく、電子写真、感熱方式等であっても本発明の作用効果を得ること
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【符号の説明】
【０１６７】
１０…印刷システム　　　　　　　　　　　　１４…編集装置
１６…画像処理装置　　　　　　　　　　　　１８…印刷機
２０…ラミネート処理装置　　　　　　　　　２２…測色計
２４…本体　　　　　　　　　　　　　　　　２６…表示装置
２８…入力装置　　　　　　　　　　　　　　３６…メディア
３８…印刷物　　　　　　　　　　　　　　　３８ｃ…指定色調整用カラーチャート
４０…ラミネートフイルム　　　　　　　　　４４…カラーパッチ
４６…行番号　　　　　　　　　　　　　　　４８…列番号
５０、５８、６３、６４、６５…Ｉ／Ｆ　　　５２…ＲＩＰ
５４…色変換処理部　　　　　　　　　　　　５６…印刷機ドライバ
６０…色管理部　　　　　　　　　　　　　　６２…画像データ生成部
６６…第１入力部　　　　　　　　　　　　　６８…第２入力部
７０…記憶部　　　　　　　　　　　　　　　７２…目標プロファイル処理部
７４…印刷プロファイル処理部　　　　　　　７６…指定色調整用データ生成部
８０…プロファイル生成部　　　　　　　　　８２…データ取得部
８４…カラーチャート条件決定部　　　　　　８６…パッチ色変換部
８８ａ…第１色値取得部　　　　　　　　　　８８ｂ…第２色値取得部
８９…色値変換部　　　　　　　　　　　　　９０…カラーチャート条件データ
９８…選択番号　　　　　　　　　　　　　　１００…色値データ
１０２…メディアのプロファイル群          
１０４…ラミネートフイルムの分光データ群　１０６…光源の分光データ群
１１０、１３４、１５０…設定画面　　　　　１２２、１２４、１２６…表示欄
２００…ガマット　　　　　　　　　　　　　２０１…提示領域
３００…結果画面　　　　　　　　　　　　　３０２、３１４、３２６…欄
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